別紙様式
役　員　兼業許可申請書
	　　年　　月　　日

　　鹿屋体育大学長　　様

役職名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
[bookmark: _GoBack]申請者名　　　　　　　　　　　　　　　　
　

別紙依頼書の兼業を下記により従事したいので申請します。

	報酬の有無
	☐　有り　（　　　　　　　当たり　　　　　　　　　円　）　　　☐　無し

	従　事　時　間
	□　任期有り
	☐　新規　　　　　☐　継続
　年　　月　　日から　　　　年　　月　　日まで

	
	
	☐年　　　　　　　☐　月　　　　　　☐　週
平均して　　　　　回　　　　　１回　　　　　時間

	
	□　任期を有しない短期
	年　　月　　日（　）　時　　分　から
　　　　年　　月　　日（　）　時　　分　まで

	許可を得ている
他の兼業
	　□　有　（　　　　　件）　　　　□　無

	従事できない
兼業の確認
	役員兼業規則第6条「従事できない兼業」の確認
□　裏面におけるチェックを行い、全て該当しない。

	

	　上記の兼業に従事することを許可する。
　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鹿屋体育大学長　（公印省略）

	学　　長
	理　　事
	理事/局長
	総務課長
	副課長
	担　　当　　係

	
	
	
	
	
	



　







【役員兼業規則第6条確認】　
以下の項目を確認し、該当しない場合は✔をして下さい。
　
□　営利を目的とする会社その他の団体の常勤の役員等の職を兼ねる事業　
□　医療法人若しくは社会福祉法人の理事長、理事、監事、顧問若しくは評議員の兼業
□　学校法人の役員（理事長、理事、監事）若しくは学校長又は専修学校、各種学校若しくは幼稚園の
設置者若しくはこれらを設置する団体の役員（理事長、理事、監事）若しくは学校（園）長の兼業
□　公立学校の長の兼業
□　公立又は私立の図書館等の社会教育施設の長の兼業
□　社会教育関係団体の役員（理事長、理事、監事）の兼業
□　公益法人又は法人格を有しない団体の役員等（会長、理事長、理事、監事顧問又は評議員等）の兼
業（法人等での業務が教育・研究上又は社会貢献上有益と認められる場合を除く。）
□　国会、裁判所、防衛省、公共企業体若しくは地方公共団体に附置された教育関係機関又は施設の長
の兼業
□　大学等の入学試験の準備を目的として設置若しくは開講されている予備校又はこれに類する教室、
塾、講座等の講師の兼業
□　国、地方公共団体、国立大学法人、大学共同利用機関法人、独立行政法人又はその他の団体の常勤
の職の兼業
□　その他職務遂行に支障を来す恐れのある兼業
　



